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挨 拶 

支部長 山田 光広（精密Ｓ５７） 

まだまだ残暑がきびしい日々ですが会員の様方におかれましては、

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。この度「東海悠久会時報第

１５号」を発行させて頂きますが、この時報が少しでも会員の皆様方

のお役に立てれば幸と存じます。 

 さて、今年で 2 年目となる支部長の役もやっと慣れてきましたが、2 年目ということもあり、少々取

り組みを変えようと思っています。一つ目は､支部総会開催曜日の変更です｡若手や遠方の会員を考慮し

て、土曜の昼間へ変更し会員が参加し易い日としました。二つ目は、東海支部のホームページの更新で

す｡簡素化し見易く維持管理し易いものへ更新をいたしました｡少しでも皆様に貢献出来るように活動

していきたいとおもっておりますので､皆様方のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます｡ 

 さて今年は､北朝鮮問題や米国やｲｷﾞﾘｽの内向き政治など､安全保障面や経済面で翻弄された年となり

ました｡一方嬉しい事もありました｡今年の世界陸上では､昨年のオリンピックに続き４００m 男子リレ

ーでのメダル獲得や､将棋では藤井 4 段の 29 連勝の新記録など若い世代の頑張りに感動した年でした｡

縁があり所属したこの悠久会は歴史ある組織です｡今後も皆様に有意義なものとなり､若い世代に引き

継ぎ永続出来るように活動をしていきたいとおもっています｡今回の総会では、催しものとして講演会

を開催してみたらとの話しがあがり､ミニ講演会を行なう事といたしました｡講演は､支部役員を勤めら

れている村井様にお願いし 30 分という短い時間でありますが､海外での経験談を話して頂く予定とな

っています｡懇親会の最後には､「四季の新潟」を村上幸子の歌に合わせて､皆で合唱をしましょう! 
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《第80回悠久会東海支部総会・講演会のご案内》 
 恒例の東海支部総会ならびに見学会を下記日時で開催いたします。総会には大学本部より人間支援感性

科学プログラム長の林 豊彦 (子52)もご参加いただける予定です。 

支部総会、講演会の詳細につきましては、本報４頁をご覧下さい。 

 ご出席頂ける皆様は、同封の郵便振込み用紙にて９月２２日までに参加費と年会費をお振込み頂くか、

同封の返信はがきにてご出席の回答を９月１５日までにお送り頂き、支部総会当日に会場受付にてお支

払い頂ければ結構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 連絡・問合せ先：アイシン･エイ･ダブリュ(株) 山田（０５６６－５６－７５６４） 

【支部総会】 

◆日 時：平成 29 年 10 月 14 日（土）12:30～ 

◆場 所：サイプレスガーデンホテル 

 －JR／地下鉄／名鉄 金山駅南口より徒歩３分 

◆参加費：8,000 円 

（平成 29 年度の新入会員は無料） 

【ミニ講演会】 

◆日 時：平成 29 年 10 月 14 日（土） 

12:00～12：30 

◆場 所：支部総会場所と同部屋 

◆発表者：村井 辰美 （機械 41） 
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「新潟大学工学部の先進的な改組」 
新潟大学工学部・人間支援感性科学プログラム長 

林 豊彦 （子 52） 

 

 

19 年ぶりの工学部改組 

 最後の改組は、平成 10 年の工学部に福祉人間工学科の新設でした。日本が超高齢社会に突入することが確実に

なり、「福祉」がキーワードのひとつであった時代です。それから 19 年が過ぎ、今年度、久しぶりに大規模な改

組が行われた。最大の特徴は、すべての学科が廃止され、ひとつに工学科になり、その中に 9 個の主専攻プログ

ラムが設置されたことである。さらに主専攻プログラムは、次に示すように 5 分野に分類された：１）力学分野：

機械システム工学プログラム、社会基盤工学プログラム、２）情報電子分野：電気情報通信プログラム、知能情

報システムプログラム、３）化学材料分野：化学システム工学プログラム、材料化学プログラム、４）建築分野：

建築学プログラム、５）融合プログラム：人間支援感性科学プログラム、協創経営プログラム。ここでプログラ

ムとは、従来の学科に相当する専門分野の教育プログラム（カリキュラム）である。 

 一学部一学科であることから、入試は統一され（特別な推薦入試を除く）、一般入試は分野の志望性（第１志望

〜第 5 志望）となった。そのため１年次は、おもに工学全体の概論、分野の概論、G コード科目（教養）を履修

し、２年次からプログラムに配属されて専門科目を履修する。教員はひとつのプログラムに主担当として所属す

るが、他のプログラムにも副担当として科目を担当できる。それにより、従来よりも柔軟かつ多様な専門教育が

可能となった。 

 

文理融合プログラムの誕生 

 今回の改組の目玉は、日本ではじめて工学部で文理融合のプログラムを設置したことである。ひとつは「協創

経営プログラム」、もうひとつは「人間支援感性科学プログラム」である。前者は、経営学・経済学との学際分野、

後者は医療・福祉、芸術、スポーツとの学際分野である。 

 協創経営プログラムは、従来の大学院・技術経営研究科を学部プログラム・博士前期課程の 6 年一貫教育に拡

張したものである。人材育成では、多様な技術を統合して課題を解決できる人材、プロデュース・マネジメント

力をもち、リーダーシップがとれる人材、社会科学的な視野から世界レベルで地域産業の発展に貢献できる人材

を養成する。工学の基礎も習得するために、機械システム、社会基盤、電気情報通信、知能情報システム、化学

システム、材料化学、建築学からひとつ選択して、その基礎科目を履修する。一方、人間支援感性科学プログラ

ムは、従来の福祉人間工学科を芸術・スポーツ分野を含めて拡張したものである。ソフトウェア工学を全員が履

修し、もうひとつ生体医工学・支援技術、音楽・美術、健康スポーツから分野を選んで履修する。人材育成では、

ソフトウェア工学を基盤として、医療、福祉、スポーツ、音楽、美術を学習することにより、多様化するソフト

ウェアニーズに創造的・協働的に対応できる人材を養成する。 

 ヨーロッパでも 18 世紀までは工学と芸術は分離しておらず、ひとつの ARS（アルス）であった。工学は 19 世

紀以降に発展し、学問分野になった新しい領域である。しかし、現代の深刻な問題は、すでに従来の工学だけで

は解決できない複雑な問題ばかりである。工学とは社会に必要なモノやシステムを創造する学問分野であること

を考えれば、新たな課題に対応するために積極的に拡張していくことこそ真の工学である。新潟大学工学部は、

果敢にもこの難題に挑戦し、第一歩を歩みはじめた。 
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１．支部行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成２８年度 東海支部決算書（平成２８年１月１日～平成２８年１２月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年会費納入のお願い 

 

 

 

東海支部からのお知らせ 

＜平成２９年度＞ 

  ２月２４日：第１回支部幹事会 

  ３月２３日：全国理事会・卒業祝賀会（新潟市） 

  ６月 ９日：第２回支部幹事会 

  ７月 １日：全国理事会・全国総会（栃木） 

  ９月 １日：悠久会東海支部時報（第１５号）発行 

  ９月２２日：第３回支部幹事会 

 １０月１４日：第８０回 東海支部総会・講演会 

収入 支出 

項 目 金額 項 目 金額 

年会費（69 名） 138,000  引継会 13,273  

本部補助金 50,000  支部時報製作一式 7,745  

支部総会参加費 (35 名) 280,500  時報郵送費 6,806  

  
支部総会運営費 462,763  

  
行事参加費補助（3/23 卒業祝賀会：新潟） 6,240  

行事参加費補助余剰費

（6/25 ：千葉） 
2,580    

 
  工場見学（10/21） 0 

 （小計） (471,080)   （小計） (496,827)  

前年度繰越金 746,740  次年度への繰り越し 720,993 

計 1,217,820  計 1,217,820  

平成 28 年 12 月 31 日  

平成 27 年度 会計  若月 健 

 

平成 25 年度 支部長  小林 裕之 
年会費は、会員各位との連絡や、総会開催など支部活動活性化のための運営費として、 

活用させていただきます。 

  金額は２，０００円／年です。ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 なお、納入方法は、下記１，２，３ のいずれかでお願いいたします。 

  １．同封の振込用紙にてお振込 ＜平成 29 年 12 月末まで＞  詳細は 5 頁参照 

     振込先 ： ゆうちょ銀行  （ 加入者名： 山田 光広 ）     

     口座番号 ： 00890 1 136666  

  ２．総会当日に総会参加費と一緒にお支払いいただく。 

  ３．所属される分会の分会長へ預ける。（分会長は総会当日、持参下さい。） 
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本年度は支部総会前に、ミニ講演会を開催いたします。参加をご希望される方は、同封の返信はがきに、

聴講希望チェック欄にチェックを入れて返信下さい。 

１．日 時 ：平成２９年１０月１４日（土） １２：００～１２：３０ 

２．場 所 ：サイプレスガーデンホテル （支部総会場と同室） 

３．講演会を聴講頂ける方は､事前に支部総会の受付を済ませて下さい｡講演会終了後､直ぐに支部総会の 

写真撮影をスタートいたしますので､よろしくお願い致します｡ 

講演 『米国日系企業経営こぼれ話』  村井 辰美 氏 

 

                                    アメリカ人と日本人の考え方の違いを､痛感しながら 

どうやってやる気をおこさせたのか､実体験を楽しく 

話して頂きます｡ 

 

 

 

 

 

村井 辰美 氏（機械４１） 

 

 

 

 

１．日 時：平成２９年１０月１４日（土） １２：３０～１５：００（１１：３０受付開始） 

                                                    ＜記念写真撮影 １２：３０～ ＞ 

２．場 所：サイプレイスガーデンホテル【TEL  052-679-1661(代)】 

      名古屋市熱田区金山町１－９－８ 

      JR／地下鉄／名鉄「金山駅」南口から徒歩２分 

３．お申込み方法 

  同封の返信はがきにて出欠連絡をお願いします。 

  申込締切り：９月１５日（金） 

４．会 費：８，０００円（平成２８年度の新入会員は無料） 

  同封の郵便振込み用紙で、９月２２日（金）までに 

お振込み頂くか、支部総会当日、会場受付で年会費と 

共にお支払い下さい。 

 

 

**時報は東海支部ホームページに掲載予定です｡是非見にきてください** 

http://www.yukyukai.gr.jp/sibukatudou/21_toukai/index.html 

平成２９年度 第８０回悠久会支部総会 開催案内 

講演会のご案内 
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年会費の納入について 

１．東海支部総会に出席される方 

   総会参加費（¥8，000）と年会費（¥2，000）を当日，会場受付けでお支払下さい。  

   （総会参加費＋年会費を 9／22 までに下記口座にお振込みいただいても結構です。） 

 

２．支部総会は欠席で、年会費のみをお支払いいただく場合 

   2-1．ゆうちょ銀行（郵便局）で振込む場合 ＜振込手数料 窓口：¥130，ATM：¥80＞ 

     同封の振込用紙に以下を記載し、お振込み下さい（12／末まで受付けております） 

     １）振込金額：2，000 円（年会費のみ） 

     ２）卒業年，専攻，〒住所，氏名（2 ヶ所），電話番号  

（下記の記入例、赤丸で囲った部分を参考にご記入下さい） 

 

2-2．ゆうちょ銀行以外で振込む場合 ＜振込手数料（参考）窓口：¥650，ATM：¥260＞ 

       ア）店名（店番）： 〇八九 （ゼロハチキユウ） 

       イ）預金種目： 当座預金 

       ウ）口座番号： 0136666 

       ※ 振込手数料の安い『ゆうちょ銀行（郵便局）』がお奨めです。   

※ 振込手数料を差し引いた金額でも結構ですので、ご協力お願いします。 

 

2-3．所属される分会の分会長へ預ける（分会長は総会当日、持参下さい）。 

 

（記入例） 


